
小学校学習指導要領 第１章 総則（①②③は本資料において追記））

第１ 小学校教育の基本と教育課程の役割
４ 各学校においては，児童や学校，地域の実態を適切に把握し，
① 教育の目的や目標の実現に必要な教育の内容等を教科等横断的な視点で
組み立てていくこと，

② 教育課程の実施状況を評価してその改善を図っていくこと，
③ 教育課程の実施に必要な人的又は物的な体制を確保するとともにその改善を
図っていくこと

などを通して，教育課程に基づき組織的かつ計画的に各学校の教育活動の質の向
上を図っていくこと（以下「カリキュラム・マネジメント」という。）に努めるものとする。

 「カリキュラム・マネジメントのねらいは、児童や学校、地域の実態を適切に把握し
編成した教育課程に基づき組織的かつ計画的に各学校の教育活動（授業）の質の向
上を図ること。
 ①②③の側面は、「ねらい（目的）」に迫る「手段」。
⇒ 「手段」を目的化しないよう留意。「教育課程」を意義あるものとすることが重要。

カリキュラム・マネジメントとは



カリキュラム・マネジメントの充実に向けて

【小学校学習指導要領 第１章 総則 第２ 教育課程の編成】
１ 各学校の教育目標と教育課程の編成

教育課程の編成に当たっては、学校教育全体や各教科等における指導を通して育成を目指す
資質・能力を踏まえつつ、各学校の教育目標を明確にするとともに、教育課程の編成についての
基本的な方針が家庭や地域とも共有されるよう努めるものとする。その際、第５章総合的な学習

の時間の第２の１に基づき定められる目標との関連を図るものとする。

【小学校学習指導要領解説 総則編 Ｐ４７】
（１）法律及び学習指導要領に定められた目的や目標を前提とするものであること。
（２）教育委員会の規則、方針等に従っていること。
（３）学校として育成を目指す資質・能力が明確であること。（今回改善したもの）
（４）学校や地域の実態等に即したものであること。
（５）教育的価値が高く、継続的な実践が可能なものであること。
（６）評価が可能な具体性を有すること。

【ポイント】

 「総合的な学習の時間」の目標は、学校の教育目標と
関連づけて設定する。（小学校学習指導要領 第５章総合的な学習
の時間 第２各学校において定める目標及び内容 ３（１））

⇒ 他教科等の関連を重視する「総合的な学習の時間」を
中心として教育課程を編成することも考えられる。



「小学校及び中学校学習指導要領解説 総則編」
付録６ 「現代的な諸課題に関する教科等横断的な教育内容についての参考資料」


